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田
　
　
　
博
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藤
　
真
由
美

佐
　
藤
　
利
　
和

三
　
浦
　
正
　
好

鈴
　
木
　
誠
　
也

　
令
和
５
年
度
を
迎
え
て
山
辺
町

の
予
算
で
一
年
間
通
し
て
小
・
中

学
校
が
給
食
費
・
医
療
費
無
償
、

18
歳
３
月
末
ま
で
入
院
に
と
も
な

う
医
療
費
が
無
料
に
な
っ
て
子
育

て
支
援
の
拡
充
に
よ
り
、
少
し
住

み
や
す
さ
が
増
し
た
町
の
熱
い
戦

い
、
８
月
22
日
告
示
・
27
日
投
票

日
の
山
辺
町
議
会
選
挙
が
始
ま
り

ま
す
。

　
今
後
４
年
間
、
山
辺
町
の
未
来

を
町
長
と
誰
に
託
す
か
、
大
人
た

ち
が
決
め
る
大
事
な
選
挙
で
す
。

　
残
暑
の
中
で
す
が
、
み
ん
な
で

投
票
に
行
き
ま
し
ょ
う
。

三
浦
　
正
好
　
記

　
山
辺
小
学
校
の
１
５
０
年
を
記

念
し
た
大
運
動
会
に
伺
っ
て
き
ま

し
た
。

　
絶
好
の
運
動
会
日
和
に
恵
ま
れ

た
グ
ラ
ウ
ン
ド
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
規
制
も
緩
和
さ
れ
た
今
、

子
ど
も
た
ち
の
待
ち
に
待
っ
た
よ

う
な
歓
声
が
響
き
わ
た
っ
て
い
ま

し
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
中
で
、
今
年
は
保
護
者
の
綱
引

き
も
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
少
し

ず
つ
コ
ロ
ナ
禍
以
前
の
状
態
に
戻

り
つ
つ
あ
る
よ
う
で
す
。

　
晴
天
の
中
、
子
ど
も
た
ち
を
見

守
る
校
舎
も
ニ
コ
ニ
コ
と
微
笑
ん

で
い
る
よ
う
で
し
た
。

あなたの声をお聞かせください
山辺の里スポーツクラブ「やさしいフラ教室」の皆さんからのメッセージ

━私たちはみなさんの活動を応援しています━
皆様からいただいたご意見を町政へ反映していきます

山辺の里スポーツクラブ「やさしいフラ教室」

サークル活動が活発に
なって新しい仲間が増
えたらいいな

山辺温泉をもっと町外
の方にもアピールして
足湯だとか温泉を利用
したイベントなど賑や
かにしてほしい

サ
ー
ク
ル
活
動
の
サ

ポ
ー
ト
を
し
て
い
ま
す

が
、こ
れ
か
ら
も一緒
に

楽
し
み
た
い
で
す

高
齢
者
に
対
し
町
が
行
っ

て
い
る
サ
ー
ビ
ス
を
小
冊

子
に
ま
と
め
て
ほ
し
い

文化団体やサークル
活動にもっと支援を
してほしい

きらりで運動をしてい
るがもっと仲間を増や
してほしい

サークル活動は固定化しやすいので
参加者を増やすように町の方々に声
をかけてほしい

町に若い人がどんどん
来るようにしてほしい

もっと山辺町に散歩
できる場所を増やし
てほしい

プロフィール：山辺の里スポーツクラブは、地域の誰もが生涯にわたって気軽にスポーツに親しもうと、スポーツ少年団をはじめ、
　　　　　　　様々な教室やサークル活動をおこなっています。
プロフィール：山辺の里スポーツクラブは、地域の誰もが生涯にわたって気軽にスポーツに親しもうと、スポーツ少年団をはじめ、
　　　　　　　様々な教室やサークル活動をおこなっています。
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山辺小 150 歳おめでとう！
おみこしわっしょい !!

写真／山辺小学校創立150周年記念
　　　大運動会（関連記事 10ページ）
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山辺町議会
ホームページは
こちら
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定例会 山辺の美力（みりょく）を町内外に発信

一般質問 町政のここはどうする？

県への重要施策の要望
議会報告会「未来を話す会」よりよい町づくりのために
議会活動報告新しい町への挑戦・イベント情報

定例会定例会定例会 山辺の美力山辺の美力山辺の美力山辺の美力山辺の美力山辺の美力（みりょく）（みりょく）（みりょく）（みりょく）（みりょく）（みりょく）（みりょく）を町内外に発信を町内外に発信を町内外に発信を町内外に発信を町内外に発信を町内外に発信を町内外に発信

一般質問一般質問一般質問一般質問 町政のここはどうする？町政のここはどうする？町政のここはどうする？町政のここはどうする？町政のここはどうする？町政のここはどうする？町政のここはどうする？町政のここはどうする？町政のここはどうする？町政のここはどうする？町政のここはどうする？

県への重要施策の要望県への重要施策の要望県への重要施策の要望県への重要施策の要望県への重要施策の要望県への重要施策の要望県への重要施策の要望県への重要施策の要望県への重要施策の要望県への重要施策の要望
議会報告会「未来を話す会」議会報告会「未来を話す会」議会報告会「未来を話す会」議会報告会「未来を話す会」議会報告会「未来を話す会」議会報告会「未来を話す会」議会報告会「未来を話す会」議会報告会「未来を話す会」議会報告会「未来を話す会」議会報告会「未来を話す会」議会報告会「未来を話す会」議会報告会「未来を話す会」議会報告会「未来を話す会」よりよい町づくりのためによりよい町づくりのためによりよい町づくりのためによりよい町づくりのためによりよい町づくりのためによりよい町づくりのためによりよい町づくりのためによりよい町づくりのためによりよい町づくりのためによりよい町づくりのためによりよい町づくりのためによりよい町づくりのために

議会活動報告議会活動報告議会活動報告議会活動報告議会活動報告議会活動報告議会活動報告新しい町への挑戦・新しい町への挑戦・新しい町への挑戦・新しい町への挑戦・新しい町への挑戦・新しい町への挑戦・新しい町への挑戦・新しい町への挑戦・新しい町への挑戦・新しい町への挑戦・イベント情報イベント情報イベント情報イベント情報イベント情報イベント情報

定例会 山辺の美力（みりょく）を町内外に発信
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山辺の山辺の美美
みみ

力力
り ょ くり ょ く

を町内外にを町内外に　発信！発信！
今後も物価高騰などから暮　らしを守る支援を拡大今後も物価高騰などから暮　らしを守る支援を拡大

第２回定例会
６月７日～９日

定
例
会
の
あ
ら
ま
し

　

第
２
回
定
例
会
が
、
６
月
７
日
か
ら
９
日
ま
で
の
３
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
、
６
名
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

　

町
税
条
例
の
一
部
改
正
の
専※

決
処
分
と
、
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改
正
の
専
決
処
分
お
よ
び
令
和
４
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

９
号
）の
専
決
処
分
。
令
和
５
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）。
除
雪
車
両
の
整
備
事
業
契
約
の
締
結
。
議
員
発
議
な
ど
の
議
案
を
審
議
し
、

い
ず
れ
も
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
議
員
の
派
遣
に
つ
い
て
も
報
告
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

主な補正内容
○中学校運動部活動の地域移行等に向けた実証事業委託金………100万円の増
○マイナンバーカード交付事業………………………………………277万円の増
○役場庁舎内防犯用ネットワークカメラ７台………………………280万円の増
○ふるさと納税への新たな記念品開発に……………………………250万円の増
○シティプロモーション推進事業委託料……………………………160万円の増
　（特設サイト構築およびプロモーション動画製作など）
○生活支援・地域経済活性化策�……………………………………�7461万円の増
　（町民１人当たりに5000円の商品券を配布）
○非課税世帯等臨時特別給付金事業………………………………�3284万円の増
　（非課税世帯１戸あたり３万円給付）
○子育て世帯生活支援特別給付金……………………………………790万円の増
　（非課税世帯で18歳未満の子ども１人当たり５万円給付）
○安達峰一郎記念保育所LED照明改修� ……………………………171万円の増
○プレミアム付商品券事業支援（10％プレミアム）� ………………610万円の増

歳入歳出それぞれ１億 3436 万円を追加し
総額61億6215万円に

令和５年度一般会計補正予算（第１号） 条
例
の
制
定

○
山
辺
町
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
制
定

・
森
林
環
境
税
︵
国
税
︶
の
導
入
に
伴
い
、

森
林
整
備
な
ど
に
必
要
な
地
方
財
源
を

安
定
的
に
確
保
す
る
た
め
、
個
人
住
民

税
と
あ
わ
せ
て
課
税
さ
れ
る
た
め
の
諸

規
定
を
整
備
す
る
も
の
。

・
特
定
小
型
原
付
︵
い
わ
ゆ
る
電
動
キ
ッ

ク
ボ
ー
ド
︶
に
軽
自
動
車
税
︵
種
別
割
︶

年
額
２
０
０
０
円
課
税
す
る
も
の
。

　
︵
令
和
５
年
７
月
１
日
施
行
︶

・
低
炭
素
社
会
の
実
現
や
環
境
対
策
の
観

点
か
ら
、
環
境
性
能
に
優
れ
た
車
両
の

税
制
特
例
を
延
長
す
る
も
の
。

　
︵
令
和
５
年
３
月
31
日
付
け
専
決
処
分
︶

○
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
制
定

・
後
期
高
齢
者
支
援
金
等
課
税
額
に
係
る

部活動指導員と走りこむ中学生

課
税
限
度
額
を
２
万
円
引
き
上
げ
る
も

の
。
ま
た
、
減
額
の
対
象
と
な
る
所
得

基
準
に
つ
い
て
、
消
費
者
物
価
な
ど
の

経
済
動
向
な
ど
を
踏
ま
え
、
判
定
金
額

を
引
き
上
げ
る
も
の
。

　
︵
令
和
５
年
４
月
１
日
施
行
︶

　
︵
令
和
５
年
３
月
31
日
付
け
専
決
処
分
︶

令
和
４
年
度
山
辺
町
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
９
号
）

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
億
３
１
８
３
万
円

を
追
加
し
、
総
額
69
億
４
７
０
９
万
円
に

主
な
補
正
内
容

・
財※

政
調
整
基
金
積
立
金
に

　

１
億
２
０
０
０
万
円
の
増

・
ふ
る
さ
と
応
援
基
金
積
立
金
に

　

１
３
０
０
万
円
の
増

︵
令
和
５
年
３
月
31
日
付
け
専
決
処
分
︶

繰※

越
明
許
費

○
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種

事
業
５
３
３
４
万
円
は
、
令
和
４
年
度

で
終
了
せ
ず
令
和
５
年
度
も
引
き
続
き

実
施
す
る
も
の

軽自動車税の車両区分が創設された電動キックボード

財政調整基金積立金とは…年度
間の財源のつりあいを保つための
積立金。

繰越明許費とは…歳出予算の経費のうち、年
度内にその支出を終わらない見込みのあるも
のについて、翌年度に繰り越して使用する経費。

専決処分とは…地方公共団体の議会が議決ま
たは決定すべき事項を、特定の場合に限り、地
方公共団体の長が議会に代わって処理すること。

事
業
契
約
の
締
結

○
除
雪
車
両
の
購
入

20
年
以
上
経
過
し
て
い
る

車
両
を
更
新

　

契
約
の
相
手
方

　

コ
マ
ツ
山
形
株
式
会
社

　

山
形
支
店

　

契
約
金
額
２
０
２
４
万
円

︵
税
込
︶

議
員
発
議

○
議
員
の
派
遣

　

議
員
の
識
見
拡
大
と
議
会

の
活
性
化
、
円
滑
な
議
会
運

営
に
資
す
る
た
め
、
各
種
会

議
や
研
修
会
な
ど
に
議
員
を

派
遣
し
よ
う
と
す
る
も
の
。

報　
　
告

○
議
員
の
派
遣
報
告

　
「
全
国
町
村
議
長
会
主
催

の
議
長
副
議
長
研
修
会
」
に

遠
藤
副
議
長
が
派
遣
さ
れ
た
。

　
「
畑
谷
城
ガ
イ
ド
の
会
」

の
要
請
に
よ
り
意
見
交
換
に

７
名
の
議
員
が
派
遣
さ
れ
た
。
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６月の定例議会では、６名の議員が一般質問を行いました。

質問

新
型
コ
ロ
ナ
も
、
予

断
を
許
さ
な
い
と
い

う
も
の
の
、
感
染
症
第
５

類
に
移
行
し
た
。
少
し
ず

つ
前
に
進
む
転
換
期
、
風

を
感
じ
て
い
る
。

　

安
達
町
長
が
就
任
し
て

半
年
、
町
民
か
ら
の
期
待

と
思
い
は
、
こ
と
の
ほ
か

大
き
く
な
っ
て
聞
こ
え
て

く
る
。

　

美
力
ア
ッ
プ
の
御
旗
と

し
て
、
ふ
る
さ
と
づ
く
り

基
金
の
活
用
投
資
で
、
山

辺
の
町
民
を
、
町
を
元
気

に
し
て
ほ
し
い
。

　

小
中
学
生
か
ら
、
復
活

の
熱
い
コ
ー
ル
が
あ
る
町

民
プ
ー
ル
の
ウ
ォ
ー
タ
ー

ス
ラ
イ
ダ
ー
の
修
繕
再
整

備
な
ど
に
、
取
り
組
め
な

い
か
。

答弁

現
在
、
５
億
２
千
４

百
万
円
余
り
の
ふ
る

さ
と
づ
く
り
基
金
の
活
用

質問

森
林
整
備
計
画
の
進

行
状
況
は
。

答弁

町
で
は
令
和
２
年
４

月
に
計
画
を
策
定
し

て
お
り
、
町
内
の
森
林
機

能
が
効
果
的
に
発
揮
さ
れ

る
よ
う
森
林
整
備
の
必
要

性
や
望
ま
し
い
森
林
の
姿
、

山
地
の
防
災
・
減
災
も
含

め
た
長
期
的
な
視
点
に

立
っ
た
計
画
内
容
で
、
現

在
、
計
画
に
適
合
し
た
施

業
の
実
施
や
地
域
の
実

状
・
実
態
を
確
認
し
な
が

ら
進
め
て
い
る
。

質問

み
ど
り
環
境
税
交
付

金
事
業
の
活
動
状
況

は
。

答弁

５
年
度
は
森
林
学
習

な
ど
を
行
う
散
策
路

整
備
や
活
動
団
体
へ
の
支

援
の
ほ
か
、
町
内
小
学
校

で
の
木
育
授
業
で
「
身
近

に
つ
い
て
は
、
事
業
効
果

を
十
分
に
検
討
し
、
慎
重

に
判
断
し
て
い
く
。
町
民

プ
ー
ル
の
ウ
ォ
ー
タ
ー
ス

ラ
イ
ダ
ー
更
新
、
旧
大
寺

小
学
校
校
舎
施
設
の
活
用

は
、
私
の
目
指
す
町
づ
く

り
に
も
重
な
る
も
の
が
あ

る
。
可
能
性
を
探
っ
て
い

く
。

　

中
央
公
園
内
へ
の
ス

ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
場
新
設
、

町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
の

人
口
芝
改
修
整
備
は
、

貴
重
な
意
見
と
し
て

参
考
に
し
て
い
く
。

　

町
公
共
施
設
、
教

育
施
設
の
中
長
期
、

長
寿
命
化
計
画
の
中

で
、
優
先
順
位
に
よ

り
判
断
し
て
い
く
。

質問

旧
大
寺
小
は
、

い
つ
で
も
、
誰

で
も
、
気
軽
に
、
自

分
の
居
場
所
と
な
る

な
里
山
の
保
全
」
や
「
木

材
へ
の
興
味
・
関
心
」
を

目
指
し
た
事
業
を
進
め
て

い
く
。

質問

林
地
内
の
作
業
道
整

備
へ
の
助
成
制
度
の

創
設
は
。

答弁

森
林
や
環
境
緑
化
に

関
し
て
「
や
ま
が
た

森
林
と
緑
の
推
進
機
構
」

に
助
成
制
度
が
あ
り
、
時

期
を
捉
え
て
町
広
報

紙
で
周
知
を
図
っ
て

い
く
。
町
独
自
の
助

成
制
度
の
創
設
は
現

在
の
と
こ
ろ
困
難
で

あ
る
。

質問

丘
陵
地
帯
に
里

山
ト
レ
ッ
キ
ン

グ
コ
ー
ス
の
開
設
は
。

答弁

既
存
の
小
径
や

散
策
路
の
魅
力

町政町政ののここここははどうする？どうする？
　一般質問は、議員が町の行財政や将来に対する考え方などを問い、適切な町政運営を進め
ているかチェックするものです。山辺町議会では、年４回の定例会で議員が一般質問をして
います。

一般質問

よ
う
な
複
合
多
機
能
施
設

と
し
て
、
改
造
改
修
整
備

の
方
向
性
を
探
っ
て
み
る

考
え
は
な
い
か
。

答弁

他
市
町
の
利
活
用
も

参
考
に
し
な
が
ら
、

我
々
の
町
は
、
我
々
の
町

と
し
て
の
使
い
方
を
考
え

て
い
く
。
音
楽
団
体
か
ら

の
提
案
な
ど
も
あ
る
。
夕

方
か
ら
、
音
楽
が
聞
こ
え

る
地
域
も
良
い
か
も
し
れ

な
い
し
、
青
写
真
を
描
く

喜
び
を
実
感
し
な
が
ら
進

め
て
い
き
た
い
。
親
し
み

の
あ
る
ネ
ー
ミ
ン
グ
を
考

え
て
、
活
気
の
あ
る
利
活

用
を
し
て
い
き
た
い
。

を
情
報
発
信
し
、
身
近
な

里
山
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
コ
ー

ス
と
し
て
利
用
し
や
す
い

環
境
づ
く
り
の
構
築
と
地

域
資
源
の
利
活
用
も
含
め

て
検
討
し
て
い
く
。

質問

森
林
病
害
虫
の
実
績

と
今
後
の
計
画
は
。

答弁

ナ
ラ
枯
れ
病
は
、
被

害
が
大
幅
に
低
減
し

た
が
、
松
く
い
虫
は
、
４

年
度
愛
宕
山
や
玉
虫
沼
周

辺
で
72
本
を
処
置
し
た
。

５
年
度
は
玉
虫
沼
周
辺
と

東
黒
森
山
で
46
本
を
予
定

し
て
い
る
。引
き
続
き「
山

辺
の
森
」
の
保
全
を
図
っ

て
い
く
。

町ホームページ
山辺町議会内で
議会中継を
発信中!!

町政転機

美
力
ア
ッ
プ

ふ
る
さ
と
づ
く
り
基
金
で

（
町
長
）
事
業
効
果
を
検
討
し

慎
重
に
判
断
し
て
い
く

武田啓一郎

森林・林業
振興

荒
廃
し
た
森
林
・
林
業
へ
の

環
境
整
備
は

（
町
長
）
地
域
の
森
林
・
林
業
の
特
徴

を
踏
ま
え
、
地
域
の
実
状
に
即
し
た

適
切
な
森
林
整
備
を
推
進
し
て
い
く

神保　　稔

質問

こ
こ
数
年
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

「
誰
一
人
取
り
残
さ

な
い
持
続
可
能
な
社
会
」

を
目
指
す
こ
と
、
ジ
ェ
ン

ダ
ー
平
等
の
理
解
を
深
め

る
大
切
さ
が
取
り
上
げ
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

令
和
３
年
12
月
議
会
で

も
生
理
用
品
の
学
校
ト
イ

レ
へ
の
配
置
に
つ
い
て
質

問
し
、
先
ず
は
防
災
備
蓄

品
の
買
い
替
え
の
時
に
出

る
ロ
ー
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
ク

の
活
用
を
と
提
案
し
た
。

そ
の
後
は
。

答弁

備
蓄
し
て
い
る
生
理

用
品
の
保
存
状
態
は

良
好
で
あ
る
が
、
５
年
で

ロ
ー
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
ク
す

る
こ
と
と
し
、
町
小
中
学

校
や
、「
寄
り
添
い
支
援

事
業
」
と
し
て
経
済
的
に

購
入
が
難
し
い
方
に
役
場

１
階
女
子
ト
イ
レ
に
設
置

し
た
と
こ
ろ
、
広
報
紙
な

ど
の
効
果
も
あ
り
、
設
置

初
日
に
全
て
配
布
を
終
え

た
。
今
年
度
も
同
様
の
配

布
を
計
画
し
て
い
る
。

質問

令
和
３
年
12
月
県
議

会
で
の
質
問
に
対
し
、

県
教
育
長
よ
り
「
児
童
生

徒
の
実
情
に
沿
っ
た
決
め

細
や
か
な
対
応
が
必
要
。

小
中
学
校
に
つ
い
て
は
市

町
村
教
育
委
員
会
に
趣
旨

を
丁
寧
に
説
明
し
保
健
室

で
保
管
し
て
い
る
物
を
ト

イ
レ
に
も
配
備
す
る
よ
う

依
頼
し
て
い
く
」
と
の
答

弁
が
あ
っ
た
。
そ
の
後
文

書
通
達
は
あ
っ
た
か
。

答弁

県
教
育
委
員
会
か
ら

「
学
校
に
お
け
る
生

理
用
品
の
無
償
提
供
に
つ

い
て
」の
調
査
依
頼
が
あ
り
、

答
弁
に
あ
っ
た
旨
の
連
絡

が
あ
っ
た
。
ト
イ
レ
へ
の
配

置
は
一
つ
の
方
法
で
あ
る

ジェンダー
平等

学
校
の
ト
イ
レ
に生

理
用
品
配
置
を

（
町
長
）
近
隣
市
町
の
取
り
組
み
を

参
考
に
し
、
学
校
と
も
協
議
し
な
が

ら
対
応
を
検
討
し
て
い
く

遠藤真由美

と
認
識
し
て
い
る
が
、
前

回
の
答
弁
の
と
お
り
、
保

健
室
を
窓
口
と
し
て
現
在

も
対
応
し
て
い
る
。

質問

保
健
室
で
必
要
と
し

て
い
る
児
童
に
真
に

向
き
合
う
こ
と
は
大
事
だ

と
思
う
が
、
さ
ら
な
る
安

心
の
た
め
に
「
試
験
的
に

ト
イ
レ
に
配
置
し
、
そ
の

後
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
る
」

と
い
う
取
り
組
み
を
し
て

み
て
は
ど
う
か
。

答弁

学
校
と
も
協
議
し
な

が
ら
、
期
待
さ
れ
る

効
果
や
問
題
点
な
ど
を
整

理
し
対
応
を
検
討
し
て
い

く
。

保健室対応の他に、いざという時トイレにある安心感を

再び、小中学生、若者たちの歓喜の声が聞きたい地区民参加による林地内作業道整備（根際地内）

定例会のお知らせ

※ 一般質問は、一問一答方式ですが、
紙面の関係で主な質問と答弁を要約
して掲載しています。

武田啓一郎　　　　　　　　　　美力アップ  ふるさとづくり基金で町政転機

ジェンダー平等遠藤真由美　　　　　　　　　　ジェンダー平等の観点から
　　　　　　　　　　　　　　　生理用品のトイレ配置を

神保　　稔　　　　　　　　　　荒廃した森林・林業への環境整備は森林・林業振興

三浦　正好　　　　　　　　　　①市街化調整区域での建築要件は
　　　　　　　　　　　　　　　②町営住宅の利用状況は

町に人口増

佐藤　利和　　　　　　　　　　町の高齢者福祉の現状と課題は福祉対策

峯田　　博　　　　　　　　　　性的少数者への差別禁止は性的少数者
差別禁止

次回の定例会は９月です。
傍聴については、町ホームページをご覧
ください。
電話 023-667-1117（議会事務局）

4やまのべ議会だより5 やまのべ議会だより 2023vol.121 2023vol.121



質問

急
速
に
少
子
高
齢
化

の
進
む
時
代
に
な
り
、

他
の
自
治
体
と
同
様
に
山

辺
町
も
例
外
で
は
な
く
、

一
人
暮
ら
し
ま
た
は
高
齢

化
夫
婦
の
世
帯
も
確
実
に

増
加
傾
向
に
あ
る
が
、
町

で
は
ど
の
よ
う
に
現
状
を

把
握
し
て
い
る
の
か
。

答弁

本
町
に
お
い
て
は
令

和
５
年
４
月
１
日
現

在
65
歳
以
上
の
高
齢
化
比

率
は
34
・
９
％
と
な
っ
て

お
り
約
３
人
に
ひ
と
り
が

該
当
す
る
状
況
に
あ
り
、

高
齢
者
だ
け
の
世
帯
は

７
４
５
世
帯
と
把
握
し
て

い
る
。

質問

そ
の
よ
う
な
状
況
下

の
中
で
特
に
老
老
介

護
問
題
を
ど
う
捉
え
て
い

る
の
か
。

答弁

老
老
介
護
と
は
65
歳

以
上
の
高
齢
者
を
65

歳
以
上
の
高
齢
者
が
介
護

す
る
状
態
を
表
す
が
、
高

齢
の
妻
が
高
齢
の
夫
を
介

護
す
る
ケ
ー
ス
や
65
歳
以

上
の
子
ど
も
が
高
齢
の
親

を
介
護
す
る
ケ
ー
ス
な
ど

多
様
化
し
て
い
る
。
そ
れ

に
伴
い
、
介
護
疲
れ
や
共

倒
れ
す
る
危
険
性
を
は
ら

ん
で
お
り
、
家
族
介
護
の

場
合
、
日
常
的
に
負
担
が

大
き
く
な
る
傾
向
に
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
状
況
に
あ
る

方
々
に
は
、
セ
ー
フ

テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
の
見

地
か
ら
、
町
が
設
置

し
て
い
る
￢
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
」

を
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
の

相
談
窓
口
と
し
て
対

応
し
、
支
援
な
ど
に

取
り
組
ん
で
い
き
た

い
。

質問

複
雑
化
す
る
高
齢
化

時
代
に
対
処
す
る
た

め
、
社
会
人
枠
の
採
用
と

し
て
福
祉
の
現
場
に
携

わ
っ
た
経
験
の
あ
る
社
会

福
祉
士
を
採
用
し
て
は
ど

う
か
。

答弁

専
門
的
な
知
識
や
技

術
を
も
っ
て
福
祉
に

関
す
る
問
題
解
決
や
相
談
、

ま
た
は
関
係
者
と
の
調
整

に
当
た
る
の
が
社
会
福
祉

士
の
主
た
る
仕
事
内
容
で

あ
る
が
、
地
方
公
共
団
体

に
お
け
る
配
置
状
況
を
鑑

み
る
と
、
当
町
に
お
い
て

は
業
務
内
容
や
人
口
規
模
、

人
事
管
理
上
か
ら
し
て
も

現
段
階
で
は
専
門
職
の
配

置
は
考
え
て
い
な
い
。

福祉政策

町
の
高
齢
者
福
祉
の

�

現
状
と
課
題
は

（
町
長
）
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

と
連
携
し
高
齢
者
福
祉
問
題
に
取
り

組
む

佐藤　利和

質問

町
長
は
政
治
姿
勢
と

し
て
、
町
民
に
寄
り

添
い
誰
一
人
取
り
残
さ
な

い
、
住
ん
で
良
か
っ
た
、

住
み
続
け
た
い
町
づ
く
り

の
施
策
へ
ま
い
進
し
て
い

き
ま
す
。
と
述
べ
、
３
月

議
会
で
は
「
障
が
い
の
あ

る
人
も
な
い
人
も
共
に
生

き
る
町
づ
く
り
条
例
」
を

制
定
し
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
性
的
少
数
者

（
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
）
の
差
別

禁
止
条
例
の
制
定
の
考
え

は
あ
る
か
。

答弁

国
の
動
向
を
注
視
し

情
報
収
集
を
行
い
、

検
討
し
て
い
く
。
性
的
少

数
者
を
含
む
あ
ら
ゆ
る
多

様
性
が
尊
重
さ
れ
、
個
性

や
能
力
を
十
分
に
発
揮
で

き
る
社
会
に
向
け
て
取
り

組
む
。

質問

所
有
土
地
に
次
男
、

三
男
が
家
を
立
て
よ

う
と
し
て
も
土
地
使
用
に
制

限
が
あ
る
か
ら
と
思
わ
れ
る

が
、
現
在
の
建
築
要
件
は
。

答弁

当
町
は
昭
和
45
年
３

月
に
計
画
的
な
市
街

化
を
図
る
た
め
の
３
市
２

町
で
山
形
広
域
都
市
計
画

で
区
域
区
分
を
指
定
し
て

い
る
。
市
街
化
調
整
区
域

に
建
築
を
行
う
に
は
、
開

発
行
為
な
ど
の
許
可
申
請

を
行
い
、
知
事
の
許
可
が

必
要
で
あ
る
。

　

市
街
化
調
整
区
域
内
の

所
有
土
地
に
次
男
、
三
男

が
住
宅
を
建
て
る
場
合
に

つ
い
て
は
、
農
家
と
同
一

世
帯
を
構
成
し
、
ま
た
は

構
成
し
て
い
た
３
親
等
以

内
の
血
族
が
独
立
す
る
場

合
の
自
己
居
住
用
住
宅
建

設
の
「
農
家
か
ら
独
立
住

宅
」に
該
当
す
る
場
合
や
、

質問

生
徒
指
導
提
要
が
改

訂
さ
れ
た
下
で
、
学

校
で
の
性
的
少
数
者
の
人

権
教
育
は
。

答弁

学
校
で
性
的
少
数
者

の
人
権
に
特
化
し
た

教
育
は
行
っ
て
い
な
い
。

し
か
し
、
い
じ
め
や
差
別

が
許
さ
れ
な
い
こ
と
は
、

教
育
の
根
幹
と
し
て
大
切

に
し
て
い
る
。
人
権
を
尊

重
す
る
指
導
は
学
校
生
活

全
般
の
中
で
広
く
行
っ
て

い
る
。

質問

社
会
人
と
な
っ
て
い

る
成
人
へ
、
人
の
多

様
性
の
啓
発
を
社
会
教
育

的
に
取
り
上
げ
る
考
え
は
。

答弁

社
会
的
に
性
的
少
数

者
へ
の
認
識
が
進
み

つ
つ
あ
る
一
方
で
、
偏
見

や
固
定
観
念
が
残
っ
て
い

る
。
そ
れ
は
、「
よ
く
知

申
請
地
が
存
す
る
市
街
化

調
整
区
域
に
現
に
生
活
拠

点
を
有
し
、
か
つ
、
10
年

以
上
生
活
の
拠
点
を
有
す

る
こ
と
が
公
的
証
明
に
よ

り
確
認
で
き
る
者
に
よ
る

「
同
一
旧
町
村
等
内
居
住

者
の
自
己
用
住
宅
」
に
該

当
す
る
場
合
の
他
、
申
請

地
の
状
況
や
生
活
実
態
な

ど
に
よ
る
さ
ま
ざ
ま
な
該

当
項
目
が
あ
る
。
町
の
担

当
ま
た
は
県
の
担
当
と
事

前
相
談
の
上
手
続
き
を
進

め
て
ほ
し
い
。

町
営
住
宅
の
利
用
状
況
は

質問

町
営
南
町
団
地
は
満

室
の
よ
う
だ
が
、
近

江
住
宅
１
号
２
号
棟
は
だ

い
ぶ
空
き
が
あ
る
よ
う
だ
。

現
在
の
利
用
状
況
は
。

答弁

５
月
末
現
在
の
空
室

は
、
南
町
住
宅
は
２

性的少数者
差別禁止

町に
人口増

性
的
少
数
者
へ
の
差
別
禁
止
は

市
街
化
調
整
区
域
で
の

�

建
築
要
件
は

（
町
長
）
国
会
に
提
出
さ
れ
た
３
法

案
に
つ
い
て
、
町
と
し
て
情
報
収
集

を
行
う

峯田　　博
（
町
長
）
計
画
的
な
土
地
利
用
の
推

進
を
図
っ
て
い
る

三浦　正好

ら
な
い
」
か
ら
生
ま
れ
て

く
る
の
で
は
な
い
か
と
考

え
て
い
る
。
正
し
い
知
識

と
理
解
を
深
め
、
誰
も
が

自
分
ら
し
く
暮
ら
し
や
す

い
社
会
の
実
現
に
向
け
、

関
係
機
関
と
協
議
し
な
が

ら
検
討
す
る
。

質問

同
性
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
制
度
に
つ
い

て
は
。

答弁

酒
田
市
が
４
月
よ
り

導
入
し
、
こ
の
制
度

の
自
治
体
導
入
は
全
国
的

に
進
め
ら
れ
て
い
る
。
さ

ま
ざ
ま
な
方
か
ら
の
意
見

と
町
民
の
方
に
周
知
を
図

り
な
が
ら
、
同
性
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
の
検
討

を
含
め
、
不
安
や
困
難
の

解
消
に
向
け
取
り
組
み
を

進
め
る
。

部
屋
、
近
江
１
号
棟
は
７

部
屋
、
近
江
２
号
棟
は
４

部
屋
、
ウ
イ
ン
グ
ガ
ー
デ

ン
山
辺
は
、１
部
屋
と
な
っ

て
い
る
。

質問

南
町
団
地
と
近
江
住

宅
の
空
き
室
の
差
を

ど
の
よ
う
に
分
析
さ
れ
て

い
る
か
。

答弁

子
育
て
世
帯
の
入
居

希
望
者
に
お
い
て
は
、

学
区
に
課
題
が
あ
る
よ
う

で
、
お
子
さ
ん
を
小
学
校

に
通
わ
せ
る
に
あ
た
っ
て

児
童
数
の
多
い
山
辺
小
学

校
に
通
わ
せ
た
い
と
の
希

望
が
理
由
に
あ
り
、
通
学

さ
せ
た
い
学
校
に
よ
り
空

き
室
が
発
生
し
て
い
る
。

特
に
高
齢
者
に
と
っ
て
は

生
活
を
営
む
に
必
要
な
施

設
が
身
近
に
あ
る
か
ど
う

か
な
ど
が
具
体
的
に
考
え

ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

40％程度空室になっている
近江住宅

いたわりあいの介護

山
形
県
知
事
へ
重
要
施
策
の
要
望

　
令
和
６
年
度
町
重
要
施
策
に
つ
い
て
、
樋
口
議
長
が
安
達
町
長
・
鈴
木
学
県

議
会
議
員
と
共
に
６
月
27
日
、
県
庁
お
よ
び
村
山
総
合
支
庁
に
要
望
活
動
を
し

て
き
ま
し
た
。

　
重
点
要
望
事
項
に
つ
い
て
は
次
の
通
り
で
す
。

３�

．
主
要
地
方
道
山
形
朝
日
線
（
山
辺

工
区
）
道
路
整
備
事
業
促
進
に
つ
い
て

　

本
路
線
は
令
和
元
年
度
か
ら
事
業
化

さ
れ
、
住
民
説
明
会
・
用
地
測
量
や
用

地
買
収
を
実
施
し
、
着
実
に
事
業
推
進

が
図
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
路
線
に
歩

道
が
整
備
さ
れ
る
ま
で
の
間
、
中
学
生

は
狭
隘あ

い

な
道
路
を
通
学
す
る
こ
と
と
な

る
。
安
心
安
全
な
道
づ
く
り
の
た
め
に

も
、
整
備
促
進
を
加
速
化
さ
せ
る
た
め

更
な
る
事
業
の
促
進
を

１�

．
子
育
て
支
援
医
療
給
付
の
制
度
化

に
つ
い
て

　

保
護
者
の
経
済
状
況
に
関
わ
ら
ず
、

高
校
生
ま
で
の
医
療
費
を
完
全
無
料
と

す
る
医
療
費
給
付
制
度
の
創
設
を
山
形

県
と
し
て
国
に
強
く
要
望
を

　

ま
た
、
国
に
よ
り
制
度
創
設
ま
で
の

間
、
県
に
よ
る
現
在
の
子
育
て
支
援
医

療
給
付
制
度
の
対
象
を
高
校
卒
業
の
年

度
末
ま
で
拡
大
を

２�

．
小
鶴
沢
川
の
河
川
改
修
事
業
の
事

業
促
進
に
つ
い
て

　

令
和
２
年
７
月
の
豪
雨
後
、
令
和
元

年
度
に
支
障
木
の
撤
去
、
令
和
３
年
度

に
は
「
村
山
圏
域
河
川
整
備
計
画
」
変

更
に
当
河
川
を
追
加
、
令
和
４
年
度
に

は
調
査
を
お
こ
な
っ
て
い
た
だ
い
た
。

し
か
し
川
幅
が
狭
く
、
万
一
ま
た
豪
雨

に
よ
り
堤
防
決
壊
と
な
れ
ば
、
沿
川
の

住
宅
地
や
福
祉
施
設
、
中
山
町
境
界
の

農
地
に
ま
で
浸
水
な
ど
、
甚
大
な
被
害

と
な
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
の
で
、
整

備
計
画
に
則
っ
た
河
川
改
修
事
業
の
促

進
を

差別反対のシンボル、レインボーカラー
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いろんなアイデアやご意見、お聞かせください。
地域の集まり、子ども育成会、

会社・グループなど
少ない人数でもご指定いただいた会場に

こちらから伺います。
土日、夜でも対応いたします。

まちづくりについて
議員と話してみませんか。

お申し込みは、お近くの議員まで
お気軽にお話しください。

希望日は
ご相談ください

おじゃまします！

まちづくりについて

出前議会出前議会

新しい町への挑戦 町の財産を生かし町の財産を生かし
 うるおうまちづくり うるおうまちづくり

　

東
京
山
辺
会
の
総
会
が
、
６
月
25
日

ア
ル
カ
デ
ィ
ア
市
ヶ
谷
に
て
４
年
ぶ
り

に
開
催
さ
れ
、
安
達
町
長
と
共
に
遠
藤

副
議
長
、
峯
田
議
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

稲
村
三
夫
会
長
よ
り
、「
コ
ロ
ナ
前

の
令
和
初
年
度
の
会
員
は
１
０
１
名
お

ら
れ
た
が
、
令
和
４
年
度
は
82
名
と
減

少
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
故
郷
に
思
い

を
馳
せ
て
一
堂
に
つ
ど
い
、
そ
こ
で
交

わ
さ
れ
る
会
話
そ
の
も
の
が
私
た
ち
に

と
っ
て
は
か
け
が
え
の
な
い
宝
物
で
す
。

一
人
で
も
多
く
の
出
席
を
こ
れ
か
ら
も

お
願
い
し
た
い
」
と
ご
挨
拶
さ
れ
ま
し
た
。 　

懇
親
会
で
は
、
シ
ュ
ガ
ー
シ
ス
タ
ー

ズ
の
美
し
い
歌
声
に
酔
い
し
れ
、
ア
ン

コ
ー
ル
の
声
も
。

　

ま
た
、
お
待
ち
か
ね
の
山
辺
産
さ
く

ら
ん
ぼ
「
紅
秀
峰
」
が
テ
ー
ブ
ル
に
運

ば
れ
る
と
、
そ
の
大
き
さ
と
甘
さ
に
皆

さ
ん
大
満
足
さ
れ
、
あ
っ
と
い
う
間
に

な
く
な
り
ま
し
た
。

　

４
年
ぶ
り
の
開
催
で
し
た
が
、
ど
こ

に
住
ん
で
い
て
も
、
会
え
ば
す
ぐ
に
心

は
山
辺
へ
。
親
交
が
さ
ら
に
深
ま
る
楽

し
い
時
間
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
元
気

で
お
会
い
で
き
る
日
を
楽
し
み
に
し
て

お
り
ま
す
。

心
は
い
つ
も
故
郷
へ

東
京
山
辺
会

素敵な歌声を聴かせてくれ
ました

稲村三夫会長のご挨拶

心待ちにしていた４年ぶりの開催

イ近 ベ隣 ト町 ン市 報情の
イベント 場　所 期　日 内　容 問合せ

中
山
町

第２回中山すもも
ウォーキング

中山町地内
【スタート：中山町
中央公民館】

９月30日
（土）

中山町の秋を感じながら、年齢・性別に
関係なくみんなで気軽に町内を歩くス
ポーツイベント。チェックポイントにて
町内産フルーツの提供あり。８月に参加
申込を受付開始。定員300名。

中山町教育委員会
℡023-662-2235

第14回
元祖芋煮会in中山

中山町いずみ
「ひまわり温泉 ゆ・
ら・ら」前 交流広
場（予定）

９月30日
（土）

芋煮会発祥の地である中山町で行われる
イベント。北前いも煮の振る舞いなどの
催しがあります。

中山町観光協会事務局
℡023-662-2114

ご参加いただきありがとうございました

未未 来来
をを 話話 すす 会会
第13回議会報告会

　13回目となる議会報告会を６月３日（土）に、中央公民館で開催しました。
　今回は参加者と議員がひとつになり、じっくりと話し合いを行いました。
　農繁期の開催となり、参加人数は少なかったものの、たくさんの声を聞くこ
とができました。

住民の方からのご意見、ご要望

議員より

• 　今回の未来を話す会は、昨年の会も少なかったが今年はもっと参加者数が少ないようだ。何か問題があ
るのではないか。各地区で議員が分かれて開催してはいかがか。

• 　議会だよりは毎回見ているが、議員によって議会での一般質問の回数が多い方少ない方がいる。各地区
の代表として議員の皆さんは同じぐらいの一般質問をする機会があるべきではないか。

• 　町の観光協会公式キャラクター「すだまりんちゃん」を町としても活用してはどうか。

• 　畑谷城に来られたお客さまから、「山城の中でここが一番良いです」と言われたり、何回も来られる方が
たくさんいる。安達峰一郎博士の生家を見に来られる方もおるが、町でも整備などに力を入れ、県内外か
ら来られる方に来て良かったと思われるようにしてほしい。

• 　町内の文化的資料や古文書などが町外に流出するのを防ぐために、保管場所として町内の遊休施設など
を利活用できないか。

• 　町に人がたくさん来てもらえる道の駅のような発信基地を山辺中学校近辺につくれないか。山辺の文化
施設を含めた観光コースめぐりの無料バスを走らせたり、直売所や行列のできるお店をオープンしてはど
うだろうか。

• 　農繁期などもかさなって、なかなか声をおかけしても集まらないのは事実です。他の時期の開催や、ワー
クショップなどの形をとることも考えています。以前は各地区にわけて開催した事もありました。これか
らはさまざまなかたちで議会報告会を検討していきます。若い方で素晴らしいご意見をお持ちの方もたく
さんいるようですが、まずは参加していただくことから始まります。出前議会にも力を入れていきますので、
みんなで一緒に町づくりを考えていきましょう。

• 　一般質問は議員としてアピールできる花形の場でもありますが、質問の事前調査や打ち合わせなど各議
員も奮闘しています。各地区の代表として各議員が勉強して頑張っていきます。

• 　その他の質問については、各議員が委員会や一般質問
などでの提案や、問題の提起をしていることも多くあり
ます。また、委員会活動や出前議会などでいただいた皆
さま方の熱い思いを議会だよりで広く広報していきます。

これからもより良い町づくりのためにさまざまな形で提
案していきますので、よろしくお願いいたします。
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